
    
                                         

2011 年 2 月号 
平成 23 年度年間テーマ 『 創る・つなぐ・釧路の未来』 
 

■ 平成 23 年 2 月 例会報告 【執行部担当例会】  
題  目  『 人口減少による釧路市の街づくり』 
開催日時  平成 23 年度 2 月 17 日（木曜日） 午後 6 時 30 分～ 
開催場所  釧路キャッスルホテル  1 階 海の間 
出 席 者  第一部会 9 名 第二部会 10 名 第三部会 10 名 第四部会 9 名 
      合計出席者数 38 名（全 48 名）  出席率  79.1％ 

     
 

■ ■■■■■■■■■ 例会報告 ■■■■■■■■■■ 
■ 会長挨拶■ 
総会も無事に終わり今年度初めての例会となります。部会の中で熱心に今年度のテーマに話し合われていると伺っ

ています。現在、インフルエンザが流行しておりますので本人・ご家族ともに健康に気をつけて過ごしていただき

たいと思います。今年 1 年 年間テーマである『創る・つなぐ・釧路の未来』について皆さんと共に学びたいと思

います。今月の例会は人口減少社会・少子高齢化の流れの中でどのように釧路の街を創り次の世代に繋いでいくの

か皆さんと勉強していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします 
 

■新入会員紹介■ 
1 月例会で承認されました栂野卓也さん４１歳（北海化学防水株式会社）から入会のご挨拶を頂きました 
 

■ 例会内容■ 
釧路市総合政策部 都市計画課 次長 成田 毅  様 講演 
 『 人口減少による釧路市の街づくり』 
都市計画とは長期の見通しで環境・利便・機能性など都市の将来像を見据えながら整備していく。そして、新たな

市街地を作っていくことです。都市計画の柱としまして①土地の活用②公共施設の計画と整備③街づくりの手段   

④身近な街並みのルールなど制度を活用しながら活性化していきます 
都市計画における人口の変化ですが昭和 45 年の統計を取り始めてから人口計画の見直しをしておりますが人口が

減っている中でも世帯数は増えつつある傾向にあります。 
また、近年では美原・文苑・昭和地域の人口が増えている中で橋南地区の人口減も深刻な問題であります 
人口減少社会といわれていますが 2004 年の 12779 万人をピークに減少しており 2046 年で 1 億を下回る 9938 万人 
2055 年では 8993 万人になると推測されます 
また、老齢人口の増加も懸念され 2010 年では 23.1%だったものが 2055 年には 40.5%の老齢人口率になると考えら

れます。人口減少によりマイナスの影響が多くみられ消費力・労働力の低下・社会保障負担の増加や社会力の低下 
地域社会の弱体化などが考えられます。 
また、都市としての利便性・機能性の低下や交通機関の維持・地域商店街の維持などが困難になり歳入減少におけ

る生活基盤施設の維持と更新も課題であります 
だた、プラス影響もあり食料自給率の増加・土地価格の低下・年長者の熟練技術の活用や雇用システムの見直し 
女性の労働機会の増加・ゆとり社会の形成などがあげられます 
人口減少における釧路市街づくりとして『 環境負荷の小さいコンパクトな街づくり』を基本目標の 1 つとして考え

ております。 
コンパクトシティ（集約型の都市構造）をイメージしていますが課題も多く今後も積極的に取り組んでいきたいと

思います。 
コンパクトシティの方向性としまして①無理な推進ではなく持続可能な将来都市像を探求・市民の動機付け・都市

の将来構造イメージを市民と共有化・地域拠点に住み替えする意識の浸透と市民の理解と協力を得られる施策から

の取り組みを考えております 
コンパクトシティに向けた視点としまして土地活用の視点や都市機能の多様性や価値・魅力の向上そして地域の技

術力や新たな産業誘致また、都市交通や都市基盤施設の維持・管理を視点としながら進めていきたいと思います 



地域の先進的な取り組みとしまして①人口減少・少子高齢化社会を支える地域の工夫 ～既存のものを再構築して

利用 当地にフィットした仕組みの取り組み 行政だけに頼らない支えあい ～ ②困難を乗り越え地域に新たな

活力として ～空いているものの活用・今まで気がつかなかった価値の利用～ ③新しい成長を築き取得 ～新し

いまちへの取り組み・魅力や機能を見出して外へ発信・生活にプラスアルファをもたらす大小のアイデア ～など 
様々な工夫が各地で行われており参考にする部分でもあります 
国の動向といたしまして『 中心市街地に機能集中』とあり郊外の開発・整備を抑制する動きや調整地区の拡大・開

発を厳格化し都市の拡散を防ぐ考えであり郊外の公共施設も市街地に移すことも検討・中心部への移住に支援も考

えている釧路におきましても国の考えに沿い豊かで活力のある街づくりを進めていきたいと考えております 
 

釧路市財政健全化推進室    室長 岡本 満幸 様    ご講演 
 『財政健全化推進プラン』について 
平成 23 年度からのスタートになりますが平成 18 年から 5 年かけて集中審議されておりました 
22 年度までに 44 億の健全化をはかりましたが病院など医療機関に繰り出し金を充当しており平成 18 年に 13 億円

だったものが平成 21 年度には 29 億円かかっていますが市民の健康・安全を維持できない面もあります。先程の人

口減の話と連動しますが市民税・資産税の減少が予想され生活保護・社会保障費の増加もありなかなか進まない現

状であります。第三セクターの処理費用も厳しい中ではありますが第三セクター等改革推進債を活用し両公社を解

散・清算していきます。 
昨今の景気低迷により計画通りに事業が進まない事態が発生しており平成20年8月に外部専門家による検討委員会

も設置されております。夕張のように財政破綻してしまってからの財政再建では国の管理下におかれ市民生活に支

障が出てきてしまいます。釧路市はその前に財政再建することにより自由度の高い財政の建て直しが図ることがで

きこの負債を 16 年間で解消していきます。 
どのように財政再建していくかといいますと事務事業や使用料・手数料また、公共施設の見直しや公債費の抑制・

議会改革による効果や総人件費の抑制などを取り組んでおります 
総人件費の抑制とは定員適正化計画を元に 5 年間で 150 人の削減を予定しておりまた、給与の見直しは特別職  

部長・課長・次長も削減の方向性ですすめております一般職も検討中でこれら総人件費の抑制によって 123 億円の

削減も予測されております。今後、身の丈にあった予算での行政サービスをすることにより財政健全化を図ること

で未来に向けての財政基盤を子供たちに作っていかなくてはいけないと考えています 
 
■質疑応答■ 
斎藤剛史会員より・・財政健全化についての質問です各種新聞が各部署に数部もおいてあるのは削減できないもの

か？そういう部分をカットしてスケートリンクや教育・スポーツに関わる部分を残していただきたいと思います 
福田紀幸会員より・・除雪に関しての質問、除雪の出動は何センチからでしょうか？また、除雪が上手にされてい

ないので多くの不便がでている他の地域の除雪方法を参考に出来ないものか？ 
畑 稔会員より・・生活保護費について・・財政が圧迫している状態の中で全道でも生活保護需給率が高い釧路で

すがどのようにお考えですか？ 
宮澤昌典会員より・・釧路市の事業仕分けについて・・ＭＯＯのプールなどは廃止になるのでしょうか？ 
 
■質疑答弁■ 
●経費の部分はまだ削減できる部分も多くあり検討しますがすべてをなくすことは難しいです 
必要な部分は縮小にはなりますが必要な部分はのこしていきます 
●除雪は 10Ｃｍで出動になります。また除雪の技術に関しては数年前より上がっているとの認識ですがまだ不十分

な点につきましては今後も改めていきたいと思います 
●釧路は生活保護需給率が高いのですが支給額は 6 位で決して高くはありませんが今後、生活をサポートしながら

就労支援・自立支援を推進していきたいと考えます。また、生活保護は国から支給される社会保障制度であり釧路

市民の税金がすべてではありませんが今後の課題として検討していきたいと思います 
●運営していく上での採算が合わない部分は事業を見直すこともありますがすべてをカットするのではなく規模の

縮小であったり収益の部分で市民の皆さんに協力を頂きたいと思います 
 
■ 部会活動報告■ 
第一部会 2 月  8 日（水曜日） 末広館        第二部会 2 月 5 日（土曜日） 酒房 参久   
第三部会 2 月 10 日（木曜日） 末広館        第四部会 2 月 18 日（金曜日） 霧のビール園  
■■ 事務局連絡 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
１．やむなく例会欠席予定を変更される方は部会長か事務局長への連絡をお願します。 

2.例会が始まりましたら退席は控えますようお願いします 

3．円滑な会の活動を進めるために、年会費の早期納入をお願いします。 

4．会員増強を推進しています。推薦される方は事務局までお知らせください。 

5．ホームページでは、カラーの会報、写真、過去の記念誌、会報などがご覧いただけます。２ 

         どうぞご利用ください。アドレスは URL http://www.marukoo.com/as/ 



 

釧路あすなろクラブ 

3 月例会のご案内 
 

2 月例会は釧路市総合政策部 都市計画課 次長 成田 毅 様 財政健全化推進室 室長 岡本 満幸 様に 
ご講演いただき釧路の未来を真剣に考える良い機会になった例会でした 
 
3 月例会は第 46 期 2 月例会で『 鮭の骨からプロテオグリカン』と題しまして工藤社長にご講演頂きましたが 
その後、バイオマテックジャパン株式会社として工場を設立されご活躍されております工藤社長のご講演と共に 
最新施設の工場見学を行います 

・・・・・ 3 月例会 ・・・・・ 
■ 例会内容■   
『あなたの健康をサポートするプロテオグリカンとⅡ型コラーゲン』   

        講師  バイオマテックジャパン株式会社 
代表取締役 社長 工藤 義昭 様  

 

■ 開催場所■   バイオマテックジャパン株式会社 
         釧路市新野 24-1056（釧白工業団地） 
         ※現地集合・現地解散になります 
         食事は軽食を用意しております 
 

■日  時■   平成 23 年 3 月 10 日（木曜日） 
         食事  午後 6 時～ 
         例会  午後 6 時 30 分～ 
 

■出欠連絡■  締め切り  3 月 5 日（土） 必着 
  ★出欠・食事の有無に○を付け、各部会長さんへＦＡＸお願いいたします 
 
 

氏名           
 

3 月例会  出席  ・  欠席 
 

食事   有  ・  無 
 

■ 各部会長のＦＡＸ番号■ 
一部会 吉川克義  22-5719   二部会 中村博  40-4848 

三部会 平井秀男  23-3323   四部会 菊池吉郎 43-2974 
 

 

会報のメール配信をしております。メール配信をご希望される方は PDF 形式にて   

メール配信をいたしますので事務局次長 前 までメールをお願いいたします 

前 義幸メールアドレス【 mae@kn-mae.com 】 携帯 090-8272-8075 




